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給餌場を利用するカラスの個体数の季節的変動

中村純夫

〒569-102Ｉ高槻市弥生が丘町47-1E-maiI：crneja＠nifty､com

人による鳥類への給餌について言及した報告は少なくないが(都市烏研究会1988，川内ほ

か1999)，これまでのところ特定の給餌場を長期にわたり調査して，集合個体数の変動を明

らかにした報告はない.ハシボソガラスＣｂγzﾉﾉｨＳｃ０，℃"ｇやハシブトガラスＣ､〃ｚａａ℃7力wfcA0s

（以下カラス類とよぶ）などに対して長期間にわたり，毎朝一定量の給餌がなされた場所が

あり，人工的餌場を利用する烏種ごとの個体数の変動を調査することができたので報告する．

調査地は大阪府高槻市真上の名神高速道路横の一区画で，宅地開発で生まれた小公園，空

き地，孤立して残った里山，高速道路の法面より構成され，面積は約3.Ohaであった．給餌が

なされたのは小公園と空き地であった．調査地の周辺は住宅地と里山で，半径１km以内に農

耕地はなかった．

同時期に実施したカラス類のねぐら行動と繁殖行動についての調査(中村1997,1998,2000）

で，調査地周辺を踏査したが，周囲半径10～l5km圏でこのような毎日定期的に一定量の餌が

提供されるような場所は存在しなかった．この給餌場周辺で人工的餌場が確認されたのはl

か所だけ，1991年初秋の１か月ほどの短期間であった．ここより0.5km南の工事現場でゴミの

処理が不適切な期間があり，給餌場を利用したと思われる個体の1/3から1/4に相当するもの

が素通りして，工事現場に向かったことがあった（図１←の時期)．

給餌は70歳代の女性によって毎朝１回行なわれた．夏期の給餌時刻は午前４～５時頃で，

春期と秋期は５～６時頃，冬期は６～７時頃で，まだ薄暗い日の出前だった．給餌は1985年

以来継続して行なわれていたので，調査開始時には安定して存在する給餌場になっていた．

給餌は積雪の多い日や暴風雨の日以外は休みなしになされていた．また，カラス類であれド

バトＣＯ"""6α〃"ねであれスズメRzsseγ碗0"”"'4ｓであれ,選り好みせずに給餌されていた．

給餌内容は，おもに食パンの切れはしが２～３kg程度と家庭の台所から出る生ゴミだった．

給餌者が餌を撒くと，周辺の電線・電柱・林縁の樹木に待機していた烏たちは一斉に餌場

に向かうが，給餌者との間合いはドバトが一番短く，次がスズメ，そしてカラスの順であっ

た．長期間にわたり給餌されていたので，給餌者とカラスの間合いは短く，ハシボソガラス

で１～３ｍくらいまで接近するものもいたが,ハシブトガラスでは３ｍ以内に接近するものは

いなかった．両種間には採食様式に差があり，ハシボソガラスは給餌場に降りて歩き回りな

がら採食し，小さいパン屑まで利用していた．ハシブトガラスは大きな餌に狙いをつけてか

ら降下して，餌をくわえるとすぐに給餌場から離れることが多かった．給餌の量と回数は安
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図１．１９９０～1992年の給餌場に飛来したカラス類，ドバト，スズメの個体数の季節変動．

Ｆｉｇ．１．SeasonａｌｃｈａｎｇｅｓｏｆｔｈｅｎｕｍｂｅｒｏｆＣｒｏｗｓ，FeralPigeonsandTreeSparrowsatthe
feedingsite,Januaryl990-Decemberl992．

定していたが給餌量は多くないので，給餌と同時に大半が食べ尽くされ，３０分以内に大部分

のカラス類はここから飛去した．

夏期には給餌場の北東2.9～3.5kmに，春期と秋期には北西2.8kmに集団ねぐらが存在し，冬

期には給餌場の東南東8.9kmに集団ねぐらが存在し,給餌場は帰婚と離崎のコースに位置して

いた(中村準備中)．この給餌場を利用するカラス類は羽色が赤褐色味を帯び光沢に乏しいも

のが多かったことから，Goodｗｉｎ（1986）に基づき，幼烏が大多数を占めていたと判断した．

調査は1990年１月から1993年２月までの３年間，ほぼ月に１回の頻度で行なった．観察は

日出時刻より１時間前に開始し，給餌がなされてから１時間経過した時点で終了した．観察

開始より30分間はラインセンサスを行ない，その時刻までにねぐらから到着しているカラス

類，スズメ，ドバトの先着個体をかぞえた．このあと給餌場から25～50ｍ離れた位置で，調査

地への飛来数と飛去数を５分刻みでかぞえ，給餌場の状況を随時記録した．給餌場の利用個

体数は先着個体数，飛来数，飛去数をもとに算出した．なお，夜明け前で暗かったことと，

山林内にいるものが多かったことからハシボソガラスとハシブトガラスの判別が困難だった

ため，両種を一括してカラスとしてかぞえた．

給餌場を利用した個体数はカラスが74±4８（ＳＤ）羽，ドバトが48±49羽，スズメが８±９

羽であった．３年間にこの給餌場を利用したカラスの個体数変動は，３年とも初夏に急減し

て，この状態が夏の間続き，秋になって急増していくというパターンを示した(図１）．５月

年月Ｄate
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1５１

中旬から９月11｣旬までの期間の個体数は，ほかの期間より有意に少なかった（Ｕ-検定：

Ｕ１４．27＝0.50,Ｐ＜０．０００１)．特に1992年の６～８月はこの里山の林縁部で繁殖していたハシ

ボソガラスの１家族群だけだった．初夏における個体数急減の原因は給餌が年間を通じて１

日１回早朝になされ，給餌iitの変動幅も小さかったので，給餌丑の季節的変化とは考えられ

ない．また，なわばりを持つ成鳥は繁殖期になるとなわばり内で生活を完了してしまい，こ

のような給餌場を利用しなくなるが，この変化は２月上旬にはじまっていたので（中村

1997)，初夏の急減の原因にはならないであろう．食物の不足や悪天候による非繁殖個体の死

亡率の急増が，初夏に３年続けて起こるとも考えられない．さらに，初夏に替わりの人工的

餌場が半径１０～15km圏で３年続けて出現したこともなかった．

給餌場を利用するカラスの個体数が急減する５月中旬，平地部では繁殖個体によるなわば

り防衛が活発な状態が続いており，一方で山林内の食物の生産丑が増加しているとしたら，

繁殖個体による排除行動がない山林を非繁殖個体が利用するようになるであろう．銃猟駆除

によるカラスの死体の胃内容物検査の結果によると，カラス２種は５～９月には昆虫および

クモ類などの動物性の食物が多くなり,種子など植物性の食物が少なくなる傾向があった(犬

飼･芳賀1953，池田1959)．この地域でのねぐら調査によると，４月頃より山間部を利用す

る非繁殖個体が多くなり，５月には山際にねぐらが追加して成立し、山際のねぐら数と就鴫

数が増加する（中村準備中)．家族群でのねぐら参加が始まるのは６月になってからなので，

このような変化は非繁殖個体の生活空間の変化に由来するものと思われる．また，給餌内容

が食パンの切れはしを主体としていて植物性に偏った餌であったことも，このような変化を

助長したのであろう．

カラス２種とドバトが餌をめぐって直接争うことは観察されなかったが，カラス２種がド

バトの採食を牽制したり邪魔することは度々起こった．３種の給餌場利用個体数の季節的変

動が逆になっていて，ドバトのピークはカラス２種の利用が少ない期間に起こっていたのは，

種間の競合によるものかもしれない．スズメではカラスやドバトのような，明瞭な季節的周

期性が認められなかった．
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Seasonalchangeofthenumberofcroｗｓａｔａｆｅｅｄｉｎｇｓｉｔｅ

SumioNakamura

47-lYayoigaoka,Takatsuki,Osaka,569-1021,Ｊapa】１

Ａｓｔｕｄｙｏｆｔｈｅｃｒｏｗｓｗａｓｃｏｎｄｕｃｔｅｄａｔａｆｅｅｄｉｎｇｓｉｔｅｗｈｅｒｅａｎｏｌｄｗｏｍａｎｆｅｄｂirdswith2-3kg

ofscrapbreadandgarbageeverymomingfroml990tol992inaresidentialareaofTakatsuki，

Osaka,Japan・Mainlyfourspeciesofbirds,CarrionCrowsCb”ﾉｆｓｃｏ?り"e,ＪｕｎｇｌｅＣｒｏｗｓＣ

'”α℃""ch0S,FeralPigeonsCり力""伽〃IﾉなandTreeSparrowsRmss”柳0"”"応gatheredat

thissite、Ｉｎｅａｃｈｙｅａｒ,theseasonalchangeofthenumberofＣｒｏｗｓ（bothCarrionCrowsand

JungleCrows）showedadistinctpattem,decreasingsharplyinearlysummerandincreasing

considerablyinautumnandmirroringtheincreasesanddecreasesofFralPigeans、

雄ｙ”0'恋Corvuscorone,Corvusmacrorhynchos,屍e”壇s"c,Ｓｾzso"αノｃﾙ”唖


